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主体的に学ぶ 

副校長 森口 美佳 

 

１学期の間、久松小教職員一同、全力で子どもたちと向き合ってまいりました。 

保護者・地域の皆様の日頃からの御理解と御協力、心より感謝いたします。 

ありがとうございます。 

 

さて、子どもたちにとって、７月と言えば終業式。終業式と言えば夏休み。 

夏休みと言えば、気になるのは、そう、夏休みの宿題です。 

国民的アニメ『サザエさん』では、例年８月末の放映で、「夏休みの宿題が終わらないカツオくんの

話」が出てきます。カツオくんの宿題を終わらせるために、磯野家総出、猫のタマの手も借りる勢いで手

助けをする様子は、ドタバタ劇の典型で、クスッと笑ってしまいます。しかし、それは、古き良き「昭和

の微笑ましさ」であり、令和の現在では、夏休みの宿題を終えていないことが、学校に足が向かなくなる

きっかけにもなりかねません。 

また、磯野家のような人海戦術ではなく、ネット上の隙間ビジネス「宿題代行業」や、最近話題の「生

成ＡＩ」に頼ることもあるようです。その他、昭和と比べて現在は、塾の夏期講習に通う児童も増えてい

ます。そういう児童の多くは、自分の課題克服と、塾の勉強とで手一杯です。このように考えると、夏休

みの宿題は、学習面に課題のある児童にとっては、勉強嫌いを助長する要素の一つともなり、自学自習の

習慣が身に付いている児童にとっては、興味・関心のある学習に取り組む時間が減ってしまう原因となる

かも知れません。 

これからの時代に求められているのは、「主体的に学ぶ態度」です。学校でも、さまざまな力をバラン

スよく育むために、主体的・対話的で深い学びとなるよう教育活動を進めています。子どもたちには、日

々の学習活動における、人との出会いや、多様なものの見方・考え方に触れる体験を通して、自分の考え

を表現し、対話を通して自分の考えをより確かに、広め、深めていけるよう、学習を進めています。 

夏休みは、子どもたちが、普段出会わないような人との出会いや、多様なものの見方や考え方に触れる

ことができるチャンスです。どうか、様々な体験活動を通して、お子様の「主体的な学び」につなげ、長

い目で見た成長を促してくださいますよう、お願い申し上げます。 

 

２学期以降も引き続き学校への御理解と御協力のほど何卒よろしくお願い申し上げます。 

 

 

 

７月の生活目標 ……「暑さに負けない体をつくろう」 
 

もうすぐ夏休みです。どの子も楽しみに待っていることでしょう。暑さに負けずに夏を元気に乗り切る
ために、「早ね・早起き・朝ごはん」「よく食べる。水分をとる。適度に運動する。よく眠る。」等、普
段の生活リズムを守って健康的な毎日を過ごしていきましょう。暑さに負けない体は、寒さにも強い体に
なっていきます。                                                               

 



 

 

ふれあいタイム 
「ふれあいタイム」は、互いを認め合い、思いやりの心を育てるための縦割り班活動です。 

全校児童が１年生から６年生までを含めた３２のグループに分かれ、１４～１７名ずつのグループ

をつくっています。給食を食べた後、昼休みの時間を含めた、約４０分間を「ふれあいタイム」とし、

６年生が中心となって、班のみんなで楽しく遊びます。 

異学年同士で関わることは、同学年の友達だけの時とは違い、自分の立場や役割を考えることが必

要になります。ただ自分が楽しいだけではなく、周りの様子を考えたり、教え合ったり、時には我慢

したりすることも必要になります。このような活動を通して、子どもたち一人一人が人と関わる喜び

を得て、よりよい人間関係を築いていけるよう、期待しています。              

 

 

安全指導 
久松小学校では、毎月１回「安全指導」の時間を設定しています。児童が様々な場面での安全につ

いて学び、日常生活の中で学んだことを実践することを目的としています。月ごとに課題を決め、発

達段階に応じて、安全に生活するために一人一人がどうすべきかを学級全体で考え、繰り返し指導し

ています。 

また、災害時の行動については、いつでも・どこでも・誰といても落ち着いて安全に避難できるよ

う、年間計画に沿って避難訓練を行っています。 

夏休みを目前に控えた今、子どもたち一人一人が様々な場面で安全に対する意識をもって過ごせる

よう指導してまいります。是非、御家庭でも身の回りの安全について話し合ってみて下さい。                                                    
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夏休みの生活 

 楽しみにしている夏休みまであと少しです。夏休み中は、学校生活では得難い体験を通じて、自分

の知識を広げ、さらに様々な人とふれ合って心を成長させることもできます。 

休み中の生活は楽しい反面、開放的な気持ちになったり、長期間の休みであったりするということ

から、生活が不規則になりがちで、事故の発生が心配される一番危険なタイミングでもあります。学

校でも楽しく過ごせるように十分指導いたします。各御家庭でも、ゲームやタブレット、スマートフ

ォンの使い方や帰宅時間などの家でのきまりをしっかりと確認し、安全に過ごせるよう御協力をお願

いいたします。また、水分補給を十分に行って、熱中症予防に心掛けてください。 

  安全第一で、素敵な思い出いっぱいの夏休みになりますように願っています。       

 

給食指導 

給食では季節や旬に合わせて、様々な食材を使ったメニューが提供されています。子どもたちが給

食に興味をもって話す姿は笑顔にあふれています。 

「オレンジ」一つをとっても「清見オレンジ」と「ジューシーオレンジ」では味や見た目も異なり

ますし、スープには何の具材が入っているかが分かるように名前が付けられています。話題にする時

にはつい「オレンジ」や「スープ」と言ってしまいがちですが、正しいメニュー名で話をすることも

大切な食育の一つです。是非、御家庭でも「今日のトマトと卵のスープはどうだった？」など、食材

の種類も合わせて話題にし、食事の大切さや楽しさを一緒に感じていただければと思います。 

                      



 

 

〈４年〉セカンドスクールに行ってきました 

 ４年生は、６月１９日（月）～２０日（火）に１泊２日でセカンドスクールに行っていました。充

実した２日間を過ごすことができました。梅雨の時期で天気が心配でしたが、２日間天気に恵まれ全

ての行程を予定通り行うことができました。滞在中は、昼と夜の学年レクリエーションや講師をお招

きして行ったネイチャーゲームなど、様々な活動を行いました。行き帰りのバスの中でもレクリエー

ションを楽しみました。 

 ２日間みんなが楽しく健康的に生活することができるようにするために、班長、副班長、保健、環

境、食事、レクなどの係に分かれ一人一人が役割を担って準備を進め、活動することができました。

また、各部屋では互いに声を掛け合いながら力を合わせて生活し、子どもたちの大きな成長を感じま

した。 

 セカンドスクールで、子どもたちは様々な経験を積んだり、沢山の思い出をつくったりすることが

できました。これらを今後の学校生活に生かすことができるよう指導を行っていきます。 
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〈６年〉最高学年として                               

最高学年としての学校生活は、６年生の成長につながっています。４月当初は「エスコート登校」

と称し、１年生の朝の支度を手伝う活動を行いました。その他にも１年生と兄弟・姉妹ペアを組み、

交流活動を行ったり、体力調査のサポートを行ったりもしました。また、ふれあいタイムでは、２年

生から６年生の皆が楽しめる遊びを企画して実施する、中心的な役割を担っています。これまで先輩

方にしてもらったことを思い出しながら、自分たちができることを考え、すすんで活動する姿に頼も

しさを感じています。 

今年度の６年生の学年目標は、「進取」「誠実」「愛校心・絆」です。「すすんで学び、チャンス

を自分のものにすること」「自分や友達に対して正直であり続けること」「卒業する久松小学校を大

切にすること」を目指しています。日々の学習はもちろん、委員会をはじめとする特別活動や、学校

行事に取り組みながら、充実した学校生活を送っています。７月は１学期のまとめをする中で、４月

から自分たちがどのように変わり、どのような面で成長してきたのか振り返る時間です。自分の頑張

りを認め、２学期以降の新たな目標を立てていきます。 

２学期以降も、６年生の学びは続いていきます。９月には、１年間の中で楽しみにしている行事の

一つである西湖移動教室があります。互いの友情を深め、大きな思い出となる行事です。今後も、６

年生の活躍に御期待ください。                             

〈１年〉アサガオと一緒に、大きく成長しています。 
 子どもたちは、毎日、登校するとアサガオの世話をしています。その思いに応えるかのように、ア

サガオも、力強く葉やつるを伸ばしています。「先生、あさがおさんに水をあげてきます！」「わた

しのあさがおさん、つるがのびてたおれちゃった。どうしよう・・・」など、一人一人が自分のアサ

ガオへの思いをもち、みんなで話し合い、試行錯誤しながら大切に育てています。 

学校では、生活科を中心に様々な教科等と関連させながら、子どもたちが自ら課題を見付け、探究

的に学ぶことを大切にしています。昨年までの 3 年間はコロナ禍にあり、子どもたちも様々な状況の

中で、経験できなかったことも多いのではないでしょうか。久松小学校では、豊かな体験活動を充実

させ、よりよい友達関係を育みながら、主体的で自立した子どもに育ってほしいと考えています。 

梅雨の合間に浜町公園に「夏みつけ」に行ってきました。身近な自然の中で、虫や草花を見付けた

り、友達と汗をいっぱいかいて遊んだりして夏を感じました。公園には、きれいなアジサイの花やザ

クロの花が咲いていて、季節を感じることができました。子どもたちと計画した夏の遊びを十分に楽

しみ、久松幼稚園や近隣保育園の年長児とも一緒に遊び、交流していきます。 

アサガオと同じように、学校生活を通して子どもたち一人一人が、しなやかにたくましく成長して

ほしいです。                                     

 

○ 学年だより ○ 
 



７ 月 行 事 予 定  

 ※天候・気温等によって、ロング放課後遊びは中止とすることがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 朝学習 行    事   予   定 放課後遊 保   健 ＰＴＡ・区 

１ 土         
中学土曜授業 

（公開） 

２ 日           

３ 月 朝会 クラブ      

４ 火 B 音楽鑑賞教室（６年）       

５ 水 集会        

６ 木 B 
赤城林間学校説明会（５年）１５：１５  

水泳サポート教室１５：００～１５：４５ 
ロング６    

７ 金 読書 
５時間授業  

水泳サポート教室１４：３０～１５：１５ 
     

８ 土   土曜学校公開日 ひさまつり（３４年）     第１回運営会議 

９ 日           

１０ 月 朝会 個人面談①（４時間授業）        

１１ 火 B 個人面談②（４時間授業）      

１２ 水 安全指導 ４時間授業      

１３ 木 B 
個人面談③（４時間授業） 

避難訓練 
     

１４ 金 集会 個人面談④（４時間授業）      

１５ 土           

１６ 日           

１７ 月   海の日       

１８ 火 B ４時間授業       

１９ 水 B 給食終 ４時間授業    
林間学校事前検診（５年） 

８：３０ 
  

２０ 木 式 B  終業式 大掃除       

２１ 金   
夏季休業日始 赤城林間学校(５年)始  

夏季水泳指導始 夏季水泳指導①（１年） 
     

２２ 土          

２３ 日   赤城林間学校(５年)終      

２４ 月   夏季水泳指導②（２年） 夏季補習教室①   
  

 

２５ 火   夏季水泳指導③（３年） 夏季補習教室②      

２６ 水   夏季水泳指導④（４年） 夏季補習教室③      

２７ 木   夏季水泳指導⑤（５・６年）      

２８ 金          

２９ 土   『夏の輪』納涼盆踊り大会（久松小校庭）      

３０ 日           

３１ 月           

８月３０日（水） 西湖移動教室説明会（６年）   

９月 １日（金） 始業式 

   ４日（月） 給食始 

９日（土） 土曜学校公開日（新１年生保護者・地域対象） 

 １４日（木） 校外学習（４年） 

 

１８日（月）～２０日（水）西湖移動教室（６年） 

２１日（木）振替休業日（６年のみ） 

２７日（水）学年保護者会（１・２年） 

２８日（木）学年保護者会（３・４年・ブラス説明会） 

２９日（金）学年保護者会（５年・ブラス説明会） 

 

８・９月の主な行事
予定 
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＜８月水泳指導＞ 

２３（水）水泳指導⑥(１年) 

２４（木）水泳指導⑦(２年) 

２５（金）水泳指導⑧(３年) 

２８（月）水泳指導⑨(４年) 

２９（火）水泳指導⑩(５・６年) 


